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目 的　 各家庭 ぞ衣 僻をt 齢 自足し1 ｡i  re時代にli  .   々 逢i-3- 日 停 の幕らし の申に秀 をぶめ
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れ ていγこ梁型鵬 にば、伊号型 、会 津型 等 の暗 に、そ の地 方で彫 られrこい わゆる「 国ji- 。の

も のバお る. 「 地 方の時代 バ あ゙ り, 地 方の見直 しn ＼名 わti てい る現 存、その地 方 ぞ便 わ

れ ていTこ梁型紙 を通し て、旭滅 の衣 生冶 の突態 を探 り、死 人 のこ ころIこ触 れるのも充 義の

あ る争 乙尺う.    今 回に3、 官威 県北 獅 、米山町 の莉 田家に残 ご れ てヽ､ソこ律を紙 甲の仙 ⇔愈型

紙 を調 看し 、に 記ー につい て考察し ようt  試々･バ。

方池　 象北摩 史慣 料館 ㈹截 の新 ぼ1家 の染型紙 、2   1   0 2;f5C申 、仙 台産 で` めゐこ 乙び商印

で判 明 し てい る型紙 、 ＼ V-橡　 ／／z 救 包i.賀材 として分 椅レ 他地 方朱 の型鍬 及が関係
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紹莱 及 び方 察　 ①仙 台産 の型紙 タ タ種 を文様 によ り分類 ずる 二ﾉ い紋 ト 小紋 申形 タ、

申形3  b  で、縞納、絣蛸､こロ八.    ②甲 旧J  3 雅ゼ バ 最^ う く,     ぷ双型 もおっ 八.  部数 の 多

い型 の追掛 ワ型r-  iJ、徊 屋びn 聚 しり 消型 もゐ。fこ。（!）文様13  多 穆･こin り り.  11･リ､里辱の

:x- ニ-- クn 柄` や、社 聊fi 梢 も多く 、 彫り の槙術I  高い.

以 エ の争f)  ̂引 山台に おn  るな 鰍作成 の頴術iユ、 糸x れ七し て蹟 梢り? るふii  出釆 なくY.

=1 .   カリ」丿 の程耀 に違 し ていr こt 遇剋られ る。これ ら の型 鴎 べ仙 台で作ら れ.    びらに 県北

の県粁地 ゆで 手の込 ん だ型梁 の索ぞヵ謎目当数あ っ/こ争９知 り、 当時 の仙 台蕗 の）ま冶% 化 の

一燐% 親ク争球 出釆rこ。
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